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道　標

オ
ー
バ
ン
神
父
が
来
島
。
同
年

９
月
15
日
、
名
瀬
市
（
当
時
）
の

池
田
嘉
次
郎
氏
宅
で
、
戦
後
最

初
の
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

「
奄
美
宣
教
再
開
記
念
日
」は

こ
の
故
事
に
因
む
。
迫
害
に
堪

え
信
仰
を
繫
い
だ
島
民
の
誇
り

と
再
び
信
仰
を
表
明
で
き
る
日

を
迎
え
た
喜
び
の
顕
彰
、
並
び

に
将
来
へ
の
信
仰
の
継
承
と
発

展
を
願
い
、
中
野
司
教
が
発
案

し
た
。

講
演
会
は
、「
こ
こ
か
ら
始
ま

っ
た
！
　
神
の
み
摂
理
の
う
ち

に
」と
題
し
、奄
美
大
島
出
身
で

あ
る
那
覇
教
区
の
押
川
壽
夫
名

誉
司
教
が
講
師
を
務
め
た
。
押

川
司
教
は
、
琉
球
代
牧
区
レ
イ

初
代
教
区
長
の
残
し
た
文
書
や

オ
ー
バ
ン
神
父
の
書
簡
等
を
紹

介
。
こ
れ
ま
で
未
公
開
の
写
真

も
交
え
、
戦
前
か
ら
終
戦

直
後
ま
で
の
南
西
諸
島

に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク

宣
教
史
を
俯
瞰
し
つ
つ

奄
美
宣
教
再
開
を
詳
説

し
た
。

ま
た
押
川
司
教
は
奄

美
宣
教
再
開
を
譬
え
て
、

「
荒
れ
果
て
た
聖
所
を

見
、
汚
さ
れ
た
祭
壇
、
焼

け
落
ち
た
門
、
雑
木
林
あ

る
い
は
山
の
中
の
よ
う

に
草
む
し
た
中
庭
、
崩
れ

落
ち
た
祭
司
部
屋
を
見

て
、（
中
略
）
祭
司
た
ち

は
、（
中
略
）
聖
所
お
よ
び

神
殿
の
内
部
を
修
復
し
、

中
庭
を
清
め
た
。
ま
た
聖
な
る

祭
具
類
を
新
し
く
し
、燭
台
、香

壇
、
供
え
の
パ
ン
の
机
を
神
殿

に
運
び
入
れ
、
香
壇
に
は
香
を

た
き
、
燭
台
に
は
火
を
と
も
し

て
神
殿
内
部
を
照
ら
し
た
」
と

の
マ
カ
バ
イ
記
Ⅰ
（
４
・
38
～

50
）を
引
用
。様
々
な
実
例
を
挙

げ
、「
神
の
み
摂
理
を
感
じ
る
」

と
語
っ
た
。

記
念
ミ
サ
は
中
野
司
教
が
主

司
式
。押
川
司
教
、郡
山
健
次
郎

ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
で

教
区
の
日
の
ミ
サ
を
さ
さ
げ
、

そ
の
中
で
今
年
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

祝
、
金
祝
、
銀
祝
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
教
区
で
働
く
司
祭
・

修
道
者
を
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で

の
働
き
に
感
謝
す
る
と
と
も
に

今
後
の
活
躍
を
祈
っ
た
。

今
年
記
念
の
年
を
迎
え
た
司

祭
、
修
道
者
は
次
の
通
り
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
＝
Ｔ
・
メ

ニ
ッ
ヒ
神
父
（
レ
デ
ン
プ
ト
ー

ル
会
・
川
内
）
、
Sr
カ
タ
リ

ナ
・
ガ
ン
ド
ル
（
レ
デ
ン
プ
ト

ー
ル
女
子
）
、
Sr
須
賀
公
子

（
幼
き
イ
エ
ズ
ス
会
・
入

来
）
、
Sr
濱
本
一
重
（
カ
リ
タ

ス
会
・
名
瀬
）

金
祝
＝
松
永
正
男
神
父
（
コ

ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
・
古
田

町
）
、
Sr
米
田
綾
子
（
純
心
・

鹿
児
島
）
、
Sr
下
川
千
穂
子

（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
女
子
）

銀
祝
＝
Sr
千
田
広
美
（
カ
リ

タ
ス
会
・
平
田
）
、
Sr
小
牟
田

久
美
子
（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
女

子
）

名
誉
司
教
の
他
、
奄
美
地
区
で

宣
教
司
牧
す
る
司
祭
が
共
同
司

式
し
た
。

中
野
司
教
は
説
教
で
、
鹿
児

島
教
区
を
「
奄
美
群
島
と
鹿
児

島
本
土
と
い
う
二
本
の
脚
に
支

え
ら
れ
た
体
」
と
譬
え
、「
二
つ

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
一
体
と
な
っ

て
は
じ
め
て
活
き
る
」
と
教
区

に
お
け
る
奄
美
地
区
の
重
要
性

を
説
明
。「
奄
美
の
宣
教
史
を
振

り
返
り
、歴
史
を
確
認
し
、神
の

働
き
を
見
出
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

そ
し
て
、「
宣
教
再
開
の
日
を

記
念
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
島

の
信
仰
を
再
び
元
気
に
し
た

９
月
15
日
の
カ
テ
ド
ラ
ル
献

堂
記
念
日
を
「
教
区
の
日
」
と

し
て
い
る
鹿
児
島
教
区
は
９
月

16
日
（
月
）
、
鹿
児
島
カ
テ
ド

名
瀬
聖
心
教
会
で
９
月
15

日
、
奄
美
宣
教
再
開
を
記
念
す

る
講
演
会
と
ミ
サ
が
あ
っ
た
。

ミ
サ
の
説
教
で
中
野
裕
明
司
教

は「
72
年
前
の
こ
の
日
、戦
前
か

ら
続
い
た
奄
美
カ
ト
リ
ッ
ク
迫

害
の
た
め
13
年
間
途
絶
え
て
い

た
ミ
サ
が
終
戦
後
初
め
て
行
わ

れ
、宣
教
が
再
開
さ
れ
た
」と
語

り
、
教
区
活
性
化
の
一
環
と
し

て
、「
奄
美
宣
教
再
開
記
念
日
」

を
奄
美
地
区
で
の
教
区
行
事
と

し
て
定
着
さ
せ
た
い
考
え
を
明

ら
か
に
し
た
。

奄
美
大
島
で
は
、
戦
前
の
カ

ト
リ
ッ
ク
排
撃
に
伴
い
、
１
９

３
４
年
の
神
父
島
外
追
放
以

来
、ミ
サ
が
な
か
っ
た
。終
戦
後

の
１
９
４
７
年
、
カ
プ
チ
ン
会

の
フ
ェ
リ
ク
ス
・
レ
イ
神
父

（
後
の
琉
球
代
牧
区
教
区
長
）と

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う

か
？今

回
は
、
教
会
の
３
つ
の

柱
の
３
本
目
で
あ
る
「
派

遣
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
。
ミ
サ
の
最
後
に
「
感
謝

の
祭
儀
を
終
わ
り
ま
す
。
行
き
ま
し
ょ

う
、
主
の
平
和
の
う
ち
に
。
」
と
い
う
司

祭
の
言
葉
を
持
っ
て
、
ミ
サ
は
閉
祭
し
ま

す
。
ミ
サ
（
m
issa）
は
元
来
ラ
テ
ン
語

（
m
ittere）
か
ら
派
生
し
た
、
散
会
さ
れ

た
、
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
同
じ
語
源
か
ら
、
m
issio（
ラ
テ

ン
語
）
が
生
じ
、
英
語
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
日
本
語
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
や
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー

（
宣
教
師
）
は
、
従
っ
て
、
派
遣
さ
れ
た

学
校
、
派
遣
さ
れ
た
者
、
と
い
う
意
味
に

な
り
ま
す
。
名
は
体
を
表
す
、
と
言
い
ま

す
の
で
、
こ
の
「
派
遣
」
は
誰
か
ら
、
誰

に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
な

さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

①
誰
か
ら
？
「
『
父
が
わ
た
し
を
お
遣

わ
し
に
な
っ
た
よ
う
に
、
私
も
あ
な
た
が

た
を
遣
わ
す
。
』
そ
う
言
っ
て
か
ら
、
彼

ら
に
息
を
吹
き
か
け
て
言
わ
れ
た
。
『
聖

霊
を
受
け
な
さ
い
。
』
」
（
ヨ
ハ
ネ
20
・

20
）復

活
の
日
の
夕
方
、
イ
エ
ス
は
弟
子
た

ち
に
現
わ
れ
て
、
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
分
か
る
よ
う
に
、
派
遣
元

は
天
の
御
父
で
す
。
御
父
は
、
御
子
と
聖

霊
で
弟
子
た
ち
を
包
み
込
み
ま
す
。
御
子

と
聖
霊
は
ま
る
で
御
父
の
両
腕
の
よ
う
だ

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宣
教
師
と
い
う
と
、
入
国
管
理
事
務
所

の
理
解
で
は
、
外
国
か
ら
や
っ
て
こ
ら
れ

る
方
々
を
指
し
ま
す
。
「
宣
教
師
ビ
ザ
」

を
発
行
す
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、
教
会

で
は
父
と
子
と
聖
霊
の
名
に
よ
る
洗
礼
と

堅
信
を
受
け
た
人
は
皆
さ
ん
宣
教
者
な
の

で
す
。
自
分
の
体
に
十
字
架
の
し
る
し
を

記
す
と
き
、
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

ょ
う
。

②
誰
に
向
か
っ
て
？
「
全
世
界
へ
行
っ

て
す
べ
て
の
造
ら
れ
た
も
の
に
福
音
を
宣

べ
伝
え
な
さ
い
」
（
マ
ル
コ
16
・
15
）

イ
エ
ス
の
思
い
は
、
全
人
類
が
幸
せ
に

な
る
こ
と
で
す
が
、
「
す
べ
て
の
造
ら
れ

た
も
の
」
に
は
人
間
だ
け
で
は
な
く
自
然

界
全
体
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
福
音
と
は
「
キ
リ
ス
ト

ご
自
身
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
「
神
の
子
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
福
音
の
初
め
」
（
マ

ル
コ
１
・
１
）
と
か
、
「
こ
の
福
音
は
、

神
が
既
に
聖
書
の
中
で
預
言
者
を
通
し
て

約
束
さ
れ
た
も
の
で
、
御
子
に
関
す
る
も

の
で
す
」
（
ロ
ー
マ
書
１
・
２
）
と
か
の

聖
書
の
文
脈
の
中
で
理
解
で
き
ま
す
。
と

こ
ろ
で
「
福
音
」
と
は
良
い
知
ら
せ
と
い

う
意
味
で
す
が
「
自
分
に
も
他
人
に
と
っ

て
も
福
音
で
あ
る
」
と
言
っ
て
も
、
そ
こ

で
言
わ
れ
て
い
る
福
音
は
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
吟
味

す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

③
ど
の
よ
う
な
方
法
で
？
「
神
は
、
宣

教
と
い
う
愚
か
な
手
段
に
よ
っ
て
信
じ
る

も
の
を
救
お
う
と
、
お
考
え
に
な
っ
た
の

で
す
。
」
（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
１
・
21
）

こ
の
文
章
は
、
大
宣
教
師
聖
パ
ウ
ロ
の

言
葉
で
す
。
彼
は
、
知
恵
の
あ
る
ギ
リ
シ

ャ
人
へ
の
宣
教
で
大
変
苦
心
し
ま
し
た
。

「
ユ
ダ
ヤ
人
は
し
る
し
を
求
め
、
ギ
リ
シ

ャ
人
は
知
恵
を
探
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は

十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ

伝
え
て
い
ま
す
。
」
（
同
１
・
22
～
23
）

宣
教
者
は
自
分
の
知
恵
や
能
力
に
頼
り
ま

せ
ん
。
か
え
っ
て
、
自
分
を
救
っ
て
く
だ

さ
っ
た
神
の
わ
ざ
、
力
に
頼
る
の
で
す
。

レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
の
会

則
に
あ
る
そ
う
で
す
。

「
会
員
は
病
床
で
も
宣
教

師
で
あ
る
」
と
。

司教の手紙

み
ん
な
が
宣
教
者

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

奄
美
宣
教
再
開
記
念
日
に
講
演
と
ミ
サ

「
も
う
一
度
大
島
の
信
仰
を
元
気
に
」
と
祈
願

い
」
と
の
希
望
を
表
明
。
今
後
、

「
奄
美
宣
教
再
開
記
念
日
」を
教

区
行
事
と
し
て
定
着
さ
せ
た
い

考
え
を
示
し
た
。

ま
た
ミ
サ
で
は
、
コ
ン
ベ
ン

ツ
ア
ル
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の

松
永
正
男
神
父
（
古
田
町
マ
リ

ア
教
会
主
任
司
祭
）
の
叙
階
50

年
（
金
祝
）
も
祝
わ
れ
た
。

こ
の
日
、
約
３
０
０
人
が
参

加
。ミ
サ
の
後
、奄
美
観
光
ホ
テ

ル
で
祝
賀
会
が
あ
っ
た
。
祝
賀

会
は
、
各
小
教
区
に
よ
る
出
し

物
や
奄
美
地
区
青
年
会
に
よ
る

奄
美
宣
教
再
開
を
描
い
た
演
劇

が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
盛
況
だ

っ
た
。

福者レオ税所七右衛門
殉 教 祭

2019年11月17日（日曜日）

プログラム
12：30〜13：00 受付
13：00〜13：30　セレモニー
13：30〜15：00　記念ミサ
（司式：中野裕明司教）

場　所：カトリック川内教会
主　催：カトリック鹿児島司教区

川内教会レオ殉教祭実行委員会
問合先：薩摩川内市若松町4-7　

℡0996（22）3738

教
区
の
日
を
記
念
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を
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
に
導

き
、
教
会
の
生
活
を
良
く
知
る

よ
う
に
、
年
代
に
応
じ
て
教
え

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

日
本
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運

動
の
指
導
者
は
み
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
子
供
た
ち
と
接
し
、
そ

れ
な
り
の
研
修
を
受
け
て
年
代

ご
と
、
幼
稚
園
生
、
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
年

代
と
に
分
か
れ
、
年
代
ご
と
に

理
解
で
き
る
年
間
計
画
に
基
づ

い
て
毎
月
活
動
し
て
い
ま
す
。

四
季
に
応
じ
た
活
動
、
「
谷
山

ふ
る
さ
と
祭
り
」
や
「
鹿
児
島

お
は
ら
祭
り
」
、
「
鹿
児
島
マ

ラ
ソ
ン
」
の
奉
仕
な
ど
も
あ
り

ま
す
が
、
夏
は
一
年
間
の
カ
ッ

ツ
堂
の
集
大
成
と
し
て
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
団
で
は
資
金
が
な
い
と

備
品
の
購
入
や
全
国
大
会
（
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
）
や
世
界
大
会

（
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
）
、
カ
ト
リ

ッ
ク
・
ス
カ
ウ
ト
全
国
大
会

（
キ
ャ
ン
ポ
リ
ー
）
に
も
参
加

で
き
ま
せ
ん
。
是
非
多
く
の

方
々
に
ス
カ
ウ
ト
と
し
て
の
参

加
、
指
導
者
と
し
て
、
団
員
と

し
て
、
そ
の
他
団
を
育
成
す
る

育
成
会
員
（
資
金
や
備
品
、
労

力
）
な
ど
い
ろ
い
ろ
支
援
や
ご

協
力
が
あ
り
ま
す
の
で
、
「
私

た
ち
と
共
に
未
来
を
担
う
ス
カ

ウ
ト
の
た
め
に
」
進
も
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

神
と
結
ば
れ
る
の
で
す
。
必
要

な
の
は
「
信
仰
」
だ
け
で
す
。

イ
エ
ス
が
十
字
架
上
で
命
を
捧

げ
る
こ
と
で
天
の
至
聖
所
（
父

な
る
神
）
へ
の
道
を
私
た
ち
に

開
い
て
く
れ
た
の
で
す
（
ヘ
ブ

ラ
イ
人
へ
の
手
紙
第
８
、
９

章
）
。
神
殿
祭
司
と
か
預
言
者

と
か
王
と
か
が
仲
介
者
と
し
て

民
を
指
導
す
る
時
代
は
終
わ

り
、
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
ご
自
身

が
「
預
言
者
・
祭
司
・
王
」
と

し
て
私
た
ち
を
神
の
元
に
導
く

道
そ
の
も
の
に
な
っ
て
く
だ
さ

っ
た
。
司
教
や
司
祭
は
そ
の
お

手
伝
い
を
す
る
奉
仕
者
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
司
教
も
司
祭
も
「
一

匹
の
迷
え
る
羊
」
と
し
て
キ
リ

ス
ト
に
救
わ
れ
る
べ
き
存
在
で

す
。
救
わ
れ
る
か
ど
う
か
も
ま

だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
神
の
み
ぞ

知
り
た
も
う
こ
と
で
す
。

「
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
信
者

は
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
新
生

の
ゆ
え
に
、
尊
厳
性
に
お
い
て

も
行
為
に
お
い
て
も
真
に
平
等

で
あ
る
か
ら
、
み
な
、
そ
れ
ぞ

れ
固
有
の
立
場
と
任
務
に
応
じ

て
、
キ
リ
ス
ト
の
体
の
建
設
に

協
働
す
る
」
（
カ
ト
リ
ッ
ク
新

教
会
法
典
　
第
２
０
８
条
）
。

こ
の
基
本
的
な
尊
厳
性
と
平

等
性
を
、
信
徒
の
皆
さ
ん
も
教

皇
も
司
教
、
司
祭
も
持
っ
て
い

ま
す
。
対
等
で
す
。
こ
の
土
台

の
上
に
教
会
の
位
階
的
制
度
つ

ま
り
教
皇
・
司
教
・
司
祭
は
存

在
し
ま
す
（
同
じ
く
第
３
３
０

条
以
下
）
。

先
日
９
月
２
日
、
カ
テ
ド
ラ

ル
で
上
智
大
学
の
川
村
信
三
教

授
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

の
課
題
は
３
つ
あ
っ
た
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

一
、
中
世
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
化
と
教
会
の
結
合
と
い
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
の
克

服
。二

、
教
会
組
織
の
過
剰
な
中

央
集
権
主
義
（
ロ
ー
マ
中
心
主

義
）
の
克
服
。

三
、
教
会
内
の
聖
職
者
中
心

主
義
の
克
服
で
す
。

そ
し
て
そ
の
上
に
、
司
祭
に

従
う
だ
け
の
「
受
動
的
信
徒
」

で
は
な
く
自
主
独
立
し
て
活
動

す
る
「
能
動
的
信
徒
」
の
養
成

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
昔
、
教
皇
や
司
教
は
教

会
だ
け
で
な
く
世
俗
的
な
権
威

権
力
を
持
っ
て
人
民
を
支
配
し

て
い
ま
し
た
。
で
も
今
は
霊
的

な
奉
仕
の
権
威
を
持
っ
て
い
る

だ
け
の
存
在
の
は
ず
で
し
ょ

う
。
（
こ
の
辺
り
は
次
回
説
明

す
る
つ
も
り
で
す
）
。

こ
の
意
味
で
、
10
月
に
開
か

れ
る
「
教
区
代
表
者
会
議
・
シ

ノ
ド
ス
」
は
、
司
教
も
司
祭
も

信
徒
も
対
等
な
立
場
で
意
見
を

述
べ
て
教
区
を
刷
新
し
て
い
く

機
会
と
な
る
べ
き
で
す
。
こ
の

よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ

っ
た
中
野
司
教
さ
ん
に
は
深
く

感
謝
し
つ
つ
。

教
区
の
皆
さ
ん
、
と
そ
子
ど

も
食
堂
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
一
般
の
食
堂
や
レ
ス

ト
ラ
ン
と
「
子
ど
も
食
堂
」
の

大
き
な
違
い
は
何
だ
と
思
い
ま

す
か
。
一
般
の
食
堂
や
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
食
事
の
提
供
者
と
お

客
さ
ん
は
対
等
で
す
。
あ
る
食

事
に
対
し
て
そ
れ
に
見
合
っ
た

料
金
を
支
払
っ
て
、
そ
れ
を
い

た
だ
く
か
ら
で
す
。
提
供
す
る

側
と
受
け
る
側
は
対
等
で
す
。

遠
慮
す
る
こ
と
な
く
食
べ
て
、

不
満
が
あ
れ
ば
「
お
金
払
っ
て

損
し
た
」
と
つ
ぶ
や
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。

で
は
、
「
子
ど
も
は
無
料
、

大
人
は
安
い
料
金
」
で
食
事
を

提
供
し
て
い
る
子
ど
も
食
堂
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
意
味

で
、
提
供
者
は
「
富
め
る
人
、

強
者
」
で
あ
り
、
お
客
さ
ん
は

「
貧
し
い
人
、
弱
者
」
な
の
で

す
。
提
供
者
と
お
客
さ
ん
は
初

め
か
ら
対
等
な
関
係
で
は
な
い

の
で
す
。
で
も
、
お
客
さ
ん
た

ち
は
来
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
「
富

め
る
人
・
強
者
」
と
「
貧
し
い

人
・
弱
者
」
の
関
係
で
は
な

く
、
同
じ
人
間
と
し
て
自
分
た

ち
は
受
け
止
め
て
も
ら
っ
て
い

る
と
素
直
に
感
じ
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。

私
た
ち
食
堂
側
は
、
た
ま
た

ま
提
供
者
側
に
立
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
何
に
も
偉
い
こ
と
は

な
い
の
で
す
。
ご
承
知
の
通

り
、
わ
た
し
自
身
、
自
分
の
お

金
で
食
堂
を
開
い
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聖
書
的
に

見
て
も
、
ど
の
お
客
さ
ん
も
同

じ
人
間
で
あ
り
、
神
か
ら
作
ら

れ
神
か
ら
同
じ
よ
う
に
愛
さ
れ

て
い
る
人
間
で
す
。
提
供
者
も

お
客
さ
ん
も
対
等
で
す
。
た
ま

た
ま
こ
の
食
堂
で
は
立
場
を
異

に
し
て
い
る
だ
け
で
す
。

教
会
も
子
ど
も
食
堂
と
同
じ

で
す
。
か
つ
て
預
言
者
エ
レ
ミ

ヤ
は
「
し
か
し
来�

�

る
べ
き
日

に
、
わ
た
し
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の

家
と
結
ぶ
契
約
は
こ
れ
で
あ

る
、
と
主
は
言
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
わ
た
し
の
律
法
を
彼
ら

の
胸
の
中
に
授
け
、
彼
ら
の
心

に
そ
れ
を
記
す
。
わ
た
し
は
彼

ら
の
神
と
な
り
、
彼
ら
は
わ
た

し
の
民
と
な
る
。
そ
の
と
き
、

人
々
は
隣
人
ど
う
し
、
兄
弟
ど

う
し
、
“
主
を
知
れ
”
と
言
っ

て
教
え
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら

は
す
べ
て
、
小
さ
い
者
も
大
き

い
者
も
わ
た
し
を
知
る
か
ら
で

あ
る
、
と
主
は
言
わ
れ
る
。
わ

た
し
は
彼
ら
の
悪
を
赦
し
、
再

び
彼
ら
の
罪
に
心
を
留
め
る
こ

と
は
な
い
」
（
エ
レ
ミ
ヤ
書

31
・
33
～
34
）
と
告
げ
ま
し

た
。
モ
ー
セ
を
仲
介
者
と
す
る

古
い
契
約
が
も
う
破
綻

�
�
�

し
て
い

る
こ
と
、
新
し
い
契
約
の
時
代

が
来
る
の
だ
と
言
い
ま
し
た
。

新
し
い
契
約
は
直
接
私
た
ち
の

心
に
記
さ
れ
る
と
い
う
の
で

す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信

じ
、
キ
リ
ス
ト
を
主
と
し
て
受

け
入
れ
て
生
き
る
な
ら
、
そ
れ

は
も
う
新
し
い
契
約
の
中
に
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
パ

ウ
ロ
も
第
２
コ
リ
ン
ト
書
第
３

章
で
言
っ
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
が
一
人
ひ
と
り
の

心
に
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
、
こ

れ
が
新
約
で
す
。
新
し
い
契
約

と
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
仲

介
者
と
な
っ
て
私
た
ち
が
神
と

直
接
結
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
。

個
々
人
が
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
は
１

９
０
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
ベ

ー
デ
ン
・
パ
ウ
エ
ル
卿
に
よ
り

始
め
ら
れ
、
現
在
は
世
界
１
５

６
カ
国
、
４
千
万
人
以
上
が
加

盟
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ス

カ
ウ
ト
は
ジ
ャ
ー
ク
・
ビ
イ
ン

神
父
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
ロ

ー
マ
に
本
部
を
置
き
、
世
界
中

に
ス
カ
ウ
ト
が
数
万
人
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
非
常
に
減
少

し
、
鹿
児
島
で
は
谷
山
教
会
所

属
の
鹿
児
島
二
十
一
団
だ
け
で

す
。ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
で
は

宇
宙
飛
行
士
や
大
統
領
、
国
会

議
員
な
ど
多
く
の
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
を
生
み
出
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
ス
カ
ウ
ト
運
動
の

三
つ
の
誓
い
「
神
に
誠
を
尽
く

す
」
「
他
の
人
々
を
助
け
る
」

「
自
分
の
た
め
に
体
を
強
く
し

徳
を
養
う
」
と
い
う
こ
と
を
年

代
ご
と
に
決
ま
り
や
掟
を
実
行

す
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

世
界
の
ス
カ
ウ
ト
キ
ャ
ン
プ

１
０
０
周
年
記
念
に
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
16
世
教
皇
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
「
平
和
を
実
現
す
る
ス
カ
ウ

ト
に
」
で
２
０
０
７
年
６
月
に

バ
チ
カ
ン
か
ら
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ス

カ
ウ
ト
は
人
々
の
僕
に
な
っ
た

キ
リ
ス
ト
に
倣
っ
て
他
の
人
の

た
め
に
奉
仕
す
る
意
欲
と
思
い

や
り
を
持
っ
た
生
き
方
を
営
む

よ
う
ス
カ
ウ
ト
教
育
と
責
任
感

を
培
う
よ
う
教
え
る
こ
と
で

す
。
ま
た
指
導
者
は
家
族
か
ら

任
せ
ら
れ
た
若
い
人
々
の
個
性

子
ど
も
食
堂
と
教
会

紫
原
教
会

主
任
司
祭

山

口

好

信

共
に
進
も
う
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ス
カ
ウ
ト
と

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
鹿
児
島
21
団

団
長

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ル
カ
　
伊

東

清

寛

聖パドレ・ピオの集い

10月12日（土）13時〜16時
名瀬聖心教会

①聖体賛美式　②ロザリオの祈り
③ミサ　　　　④癒しの祈り

※12時30分からゆるしの秘跡を受けら
れます。（自由献金）
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の
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ
。
こ
の
時

期
は
お
盆
を
大
事
に
す
る
習
慣

が
あ
る
奄
美
の
人
に
と
っ
て
は

忙
し
い
最
中
で
す
が
、
そ
れ
で

も
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
38
人
の
子
ど
も
た
ち
が
朝

10
時
か
ら
夜
９
時
ま
で
、
め
い

い
っ
ぱ
い
遊
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
っ
て
、
ミ
サ
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。
ま
た
海
遊
び
見

守
り
、
食
事
作
り
、
ミ
サ
の
サ

ポ
ー
ト
と
25
人
ほ
ど
の
大

学
院
生
を
含
む
大
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
笑

顔
、
笑
顔
の
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

「
花
火
は
と
て
も
明
る

く
て
き
れ
い
で
し
た
。
カ

レ
ー
は
少
し
か
ら
か
っ

た
。
水
鉄
砲
は
時
間
が
長

か
っ
た
。
海
は
満
足
し

た
。
キ
ャ
ン
プ
、
来
年
も

行
く
！
」
「
み
ん
な
で
パ

プ
リ
カ
を
踊
っ
た
の
が
楽

し
か
っ
た
。
」
「
ご
せ
い

た
い
が
お
い
し
く
た
べ
ら

れ
て
よ
か
っ
た
。
」
「
少

し
ね
む
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
お
祈
り
を
す
る
大
切

８
月
12
日
（
月
）
、
台
風
の

接
近
で
心
配
さ
れ
た
天
気
も
見

事
に
「
晴
天
」
、
そ
の
中
で
奄

美
大
島
地
区
全
体
の
教
会
学
校

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

実
は
、
本
来
の
キ
ャ
ン
プ
予

定
日
が
台
風
の
影
響
で
前
々
日

に
延
期
と
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
そ
こ
で
仕
切
り
直
し
で
決

定
し
た
の
が
こ
の
12
日
の
祝
日

４
日
（
金
）
サ
ン
タ
マ
リ
ア
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
７
０
年
）

▼
朴
昶
奎
神
父
霊
名
（
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

５
日
（
土
）
デ
ク
ル
ス
神
父
命
日
（
１
９
８
０
年
）

６
日
（
日
）
年
間
第
27
主
日

８
日
（
火
）
大
松
正
弘
神
父
命
日
（
２
０
１
８
年
）

10
日
（
木
）
福
崎
英
雄
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
８
９
年
）

13
日
（
日
）
年
間
第
28
主
日

▼
教
区
シ
ノ
ド
ス
・
教
区
本
部
及
び
カ
テ
ド
ラ
ル
・
～
14
日

15
日
（
火
）
松
田
清
四
朗
神
父
「
オ
ー
バ
ン
神
父
宣
教
日
誌
」
講
演

会
・
教
区
本
部
・
14
時

18
日
（
金
）
聖
ル
カ
福
音
記
者

▼
内
野
洋
平
神
父
霊
名

20
日
（
日
）
年
間
第
29
主
日

▼
世
界
宣
教
の
日
（
献
金
）

世
界
に
は
ま
だ
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
日
本
で
も
わ
た
し
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
人
た
ち

に
囲
ま
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
を
伝
え
る
こ
と
で
あ

る
宣
教
は
、
神
の
子
ど
も
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と
な
っ
た
わ
た

し
た
ち
皆
に
与
え
ら
れ
て
い
る
使
命
で
す
。

「
世
界
宣
教
の
日
」
は
、
す
べ
て
の
人
に
宣
教
の
心
を
呼
び

起
こ
さ
せ
る
こ
と
、
世
界
の
福
音
化
の
た
め
に
、
霊
的
物
的
援

助
を
は
じ
め
宣
教
者
た
ち
の
交
流
を
各
国
の
教
会
間
で
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
の
献
金
は
、
各
国
か

ら
ロ
ー
マ
の
教
皇
庁
に
集
め
ら
れ
、
世
界
中
の
宣
教
地
に
援
助

金
と
し
て
送
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
教
会
は
、
い
ま
だ
に
海
外
か

ら
多
く
の
援
助
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い

国
々
の
宣
教
活
動
を
さ
ら
に
支
援
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

21
日
（
月
）
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

24
日
（
木
）
大
水
如
安
神
父
命
日
（
１
９
９
４
年
）

27
日
（
日
）
年
間
第
30
主
日

28
日
（
月
）
聖
シ
モ
ン
聖
ユ
ダ
使
徒

30
日
（
水
）
ミ
タ
マ
ヤ
神
父
命
日
（
１
９
８
４
年
）

〔
司
教
日
程
〕
４
日
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
、
13
～
14
日
教
区
シ
ノ

ド
ス
、
16
日
司
祭
養
成
委
員
会
（
東
京
）
、
17
日
聖
マ
リ
ア
学
園
、

20
日
ザ
ビ
エ
ル
教
会
堅
信
式
、
21
日
聖
血
礼
拝
修
道
会
誓
願
式
、
27

日
カ
タ
リ
ナ
祭

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

福
音
宣
教

教
会
に
お
け
る
「
宣
教
」
の
出
発

日
本
の
教
会

科
学
・
技
術
に
携
わ
る
人
々
の
た
め
に

キ
ッ
ペ
ス
神
父
の
黙
想
会

内
面
的
な
生
き
方
〜
信
仰
を
活
か
す
生
き
方

開
催
日
：
10
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

場
　
所
：
マ
リ
ア
山
荘
（
霧
島
市
溝
辺
町
３
６
１
６
︱
４
）

参
加
費
：
１
万
円
（
宿
泊
代
、
食
事
代
含
む
）
※
前
泊
希
望
者
は
１

万
２
千
５
百
円
ど
な
た
で
も
出
席
で
き
ま
す
。
一
日
だ
け

の
出
席
も
可
能
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合

福
沢
智
子
　
℡
０
９
０
（
２
０
８
３
）
９
２
２
３

奄
美
地
区
教
会
学
校
が
合
同
キ
ャ
ン
プ

子
ど
も
た
ち
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
１
日

会

と

催

し

10
月

さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
」
「
パ

ン
が
ほ
し
か
っ
た
」
「
ご
せ
い

た
い
っ
て
ど
ん
な
味
？
」

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

と
て
も
素
直
に
キ
ャ
ン
プ
、
ご

ミ
サ
の
感
想
を
書
い
て
く
れ
ま

し
た
。

翌
日
か
ら
は
大
雨
が
続
き
、

海
に
出
る
こ
と
も
で
き
な
い
天

気
の
中
、
こ
の
１
日
だ
け
晴
天

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
今
年
の

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
。
そ
れ
ぞ
れ

が
心
の
中
に
神
さ
ま
を
感
じ
た

一
日
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
奄
美
の
教
会
学
校

が
一
つ
に
な
っ
て
い
く
予
感
が

す
る
時
間
で
し
た
。

（
報
告
・
星
村
文
乃
）

な
く
、「
大
王
」と
呼
ば
れ
る
程
、

政
治
的
手
腕
に
長
け
た
人
物
で

し
た
。
彼
の
治
世
下
で
は
外
敵

と
の
戦
争
も
国
内
で
の
叛
乱
も

ほ
と
ん
ど
起
き
な
か
っ
た
こ
と

が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宗
教
的
に
は
寛
容
的
な

政
策
を
取
り
、
ど
の
よ
う
な
宗

教
的
規
定
も
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
な
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
の

で
す
。特
に
、神
殿
の
改
築
に
あ

た
っ
て
は
、
財
政
的
な
多
額
の

し
て
処
刑
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
、ま
た
、勝
手
に
大
祭
司
を
任

免
し
、
そ
の
一
人
を
殺
害
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
律
法
に

忠
実
た
ら
ん
と
す
る
人
々
を
激

憤
さ
せ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
ま
す
。こ
の
他
、彼
の
ギ
リ

シ
ャ
文
化
へ
の
傾
倒
を
民
衆
は

快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
ヘ
ロ
デ
は
二
面
性
を

合
わ
せ
も
つ
も
、
ユ
ダ
ヤ
の
王

位
に
座
し
た
最
後
の
卓
越
し
た

支
配
者
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違

い
が
な
い
よ
う
で
す
。

補
助
を
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
ヘ
ロ
デ
は
民
衆

か
ら
愛
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
は
イ
ド
マ
ヤ
人

で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
彼
は
ユ

ダ
ヤ
人
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
異

邦
人
で
あ
り
、
民
衆
は
彼
を
ロ

ー
マ
帝
国
の
手
先
と
考
え
て
い

た
の
で
す
。ま
た
、専
制
的
で
独

裁
的
な
力
に
よ
る
支
配
を
し
て

い
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
具
体

的
に
は
、
ヘ
ロ
デ
に
は
４
人
の

奥
さ
ん
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
ハ
ス
モ
ン
家
の
血
を
引
く

マ
リ
ア
ン
メ
の
二
人
の
息
子
を

含
む
多
く
の
人
々
を
反
逆
者
と

御
降
誕
祭
後
に
は
幼
子
殉

教
者
の
祝
日
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
日
の
朗
読
箇
所
を
読
む
と
身

に
つ
ま
さ
れ
ま
す
が
、
果
た
し

て
こ
の
よ
う
な
残
酷
な
出
来
事

が
本
当
に
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
マ
タ
イ
福
音
書
に
し
か

見
ら
れ
な
い
こ
の
箇
所
の
史
実

性
を
考
え
て
み
る
と
（
２
・
13

～
18
）、こ
の
話
が
事
実
で
あ
る

か
は
疑
わ
し
い
と
言
え
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
政
治
家

で
あ
り
歴
史
家
で
も
あ
る
フ
ラ

ヴ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
が
、
自

ら
著
し
た『
ユ
ダ
ヤ
古
代
史
』や

『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』の
中
で
こ
れ
ほ

ど
の
大
事
件
に
つ
い
て
何
も
触

れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
、
福
音
記
者
マ

タ
イ
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ

と
を
考
え
る
前
に
ヘ
ロ
デ
王
の

こ
と
に
少
し
触
れ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

福
音
書
か
ら
す
る
と
、
ヘ
ロ

デ
は
と
ん
で
も
な
い
王
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
受

け
ま
す
。し
か
し
、史
実
と
し
て

の
ヘ
ロ
デ
は
単
な
る
暴
君
で
は

ヘ
ロ
デ
王
の
姿
を
巡
っ
て

９
月
２
日（
月
）と
３
日（
火
）

の
２
日
間
、
ザ
ビ
エ
ル
教
会
と

教
区
本
部
を
会
場
に
「
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
会
」（
鳥
巣
義
文

理
事
長
）
の
学
術
大
会
が
開
か

れ
た
。
31
回
目
と
な
っ
た
今
年

の
大
会
の
総
合
テ
ー
マ
は
「
日

本
宣
教
再
考
」で
、全
国
か
ら
30

人
を
超
え
る
会
員
が
出
席
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
発
表
な
ど
で

研
究
の
促
進
を
促
し
、
ま
た
交

流
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
。

２
日
午
前
10
時
半
か
ら
始
ま

っ
た
大
会
で
は
、
開
会
の
挨
拶

に
続
き
、川
村
信
三
神
父（
イ
エ

ズ
ス
会
・
上
智
大
学
文
学
部
教

授
）に
よ
る
基
調
講
演「
ザ
ビ
エ

ル
型
宣
教
時
代
の
終
焉
と
新
た

な
局
面
」が
あ
り
、一
般
に
も
開

放
さ
れ
た
。

ま
た
前
日
の
９
月
１
日（
日
）

の
ザ
ビ
エ
ル
教
会
の
主
日
の
ミ

サ
を
中
野
司
教
、
末
吉
神
父
と

と
も
に
共
同
司
式
し
た
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
会
出
席
の
た
め

鹿
児
島
を
訪
れ
た
阿
部
仲
麻
呂

神
父
（
サ
レ
ジ
オ
会
）
が
、
ミ
サ

後
に
講
演
し
た
。こ
れ
は「
ザ
ビ

エ
ル
渡
来
４
７
０
周
年
特
別
講

演
」と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
、

テ
ー
マ
は
「
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
よ
ろ
こ
び
︱
キ
リ
ス
ト
と

と
も
に
生
き
る
」
だ
っ
た
。

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
⒅
》 10

月
13
日
、
14
日
に
教
区
シ
ノ
ド
ス

宣
教
司
牧
の
基
本
理
念
と
そ
の
方
向
性
を
確
定

神
学
者
か
ら
宣
教
を
学
習

来
た
る
10
月
13
日
（
日
）
、

14
日
（
月
）
の
２
日
間
、
教
区

シ
ノ
ド
ス
（
教
区
代
表
者
会

議
）
が
カ
テ
ド
ラ
ル
と
教
区
本

部
で
開
催
さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は

「
宣
教
司
牧
の
基
本
理
念
と
そ

の
方
向
性
を
確
定
す
る
」
。

教
区
本
部
で
は
、
同
会
議
の

準
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
中
野

司
教
、
末
吉
事
務
局
長
に
有
志

信
徒
を
加
え
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
組
織
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
数
回
の
作
業

部
会
を
開
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
製

し
こ
れ
を
小
教
区
に
配
布
し
シ

ノ
ド
ス
の
意
義
を
広
め
、
大
会

を
よ
り
実
り
豊
か
な
も
の
に
す

る
た
め
に
準
備
を
進
め
て
き
た

他
、
教
区
民
の
実
態
を
探
る
た

め
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
分
析
等
を
行
っ
て
い

る
。
教
区
シ
ノ
ド
ス
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
以
下
の
通
り
発
表
さ
れ

た
。

10
月
13
日
（
日
）

15
時
＝
開
会
、
15
時
35
分
＝

司
教
講
話
『
鹿
児
島
教
区
シ
ノ

ド
ス
の
意
義
と
課
題
』
、
16
時

20
分
＝
分
科
会
、
19
時
15
分
＝

交
流
会

10
月
14
日
（
月
）

９
時
＝
分
科
会
、
10
時
＝
全

体
会
、
11
時
10
分
＝
閉
会
ミ
サ
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て
い
た
。こ
り
ゃ
い
か
ん
、あ
く

ま
で
ナ
フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん
と
の
会

話
を
す
る
の
だ
っ
た
、
主
語
は

ｙ
ｏ
ｕ
で
な
く
ち
ゃ
い
か
ん
、

と
気
づ
い
て
修
正
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
う
ち
、
靴
は
自
分
で
持
っ

て
き
た
の
で
は
な
く
Ｋ
さ
ん
か

ら
頂
い
た
も
の
を
渡
し
た
だ
け

の
ズ
ル
。
い
か
に
も
日
本
か
ら

わ
た
し
が
持
っ
て
き
ま
し
た
み

た
い
に
渡
し
た
の
だ
が
、
サ
イ

ズ
が
小
さ
す
ぎ
て
入
ら
な
い
。

残
念
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
な
が

ら
、遊
び
道
具
も
取
り
出
す
。持

っ
て
き
た
の
は
前
日
に
も
使
っ

た
風
船
。そ
し
て
、羽
根
突
き
の

よ
う
な
小
さ
な
ラ
ケ
ッ
ト
。
そ

れ
ら
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
よ
う

に
風
船
突
き
を
す
る
。
な
か
な

か
運
動
神
経
が
い
い
。
軽
快
な

動
き
。
き
っ
と
日
常
の
運
動
量

は
多
い
の
だ
ろ
う
な
と
思
う
。

わ
た
し
の
方
が
疲
れ
て
き
て
休

む
。ま
た
い
く
つ
か
質
問
。そ
の

う
ち
、
こ
れ
だ
け
は
聞
い
て
お

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
将
来
の
希

望
。
昨
年
の
成
長
記
録
の
中
に
、

T
o be a sister and S
erve

G
od
と
あ
っ
て
、
そ
れ
は
今
も

変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
な
、
と

い
う
こ
と
。
15
歳
の
小
学
６
年

生
の
希
望
だ
か
ら
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
夢
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ

の
非
常
時
に
あ
り
ま
す
。
真
理

に
生
き
、
真
理
の
た
め
に
犠
牲

を
惜
し
ま
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
者

は
、
忠
君
愛
国
の
精
神
を
発
揚

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

ま
た
、
「
日
本
天
主
公
教
戦

時
活
動
指
針
」
（
１
９
４
３

年
）
に
お
い
て
は
、
「
総
力
を

結
集
し
て
、
大
東
亜
戦
争
の
目

的
完
遂
に
邁
進
す
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
綱
領
の
下
、
「
自

由
主
義
思
想
の
撲
滅
に
務
め

て
、
思
想
国
防
の
完
璧
を
期
す

る
こ
と
」
「
大
東
亜
戦
争
の
大

業
に
貢
献
す
る
こ
と
」
な
ど
が

実
践
要
目
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
は
、
当
時
の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
の
公
式
な
見
解
で
あ

り
、
公
文
書
と
し
て
残
っ
て
い

る
。
「
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ

か
」
（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議

会
編
）
の
中
に
は
戦
争
協
力
を

推
進
し
た
文
書
が
他
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
読
む

と
国
家
が
暴
走
し
始
め
る
こ
と

の
脅
威
と
、
そ
れ
に
抵
抗
で
き

な
く
な
る
「
信
仰
」
の
無
力
さ

に
愕
然
と
し
て
し
ま
う
。
賢
明

な
指
導
者
た
ち
が
、
ど
う
し
て

国
家
の
お
先
棒
を
担
い
で
し
ま

う
の
か
、
今
で
も
釈
然
と
し
な

い
。
「
時
代
の
せ
い
で
あ
り
、

仕
方
が
な
か
っ
た
の
だ
」
「
本

心
は
、
そ
う
思
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
や
む
を
得
ず
こ
う
い
う

声
明
を
出
し
た
の
だ
」
「
軍
部

の
圧
力
が
あ
り
、
教
会
を
守
る

た
め
に
仕
方
が
な
か
っ
た
の

だ
」
と
言
っ
て
も
合
理
化
、
正

当
化
に
し
か
聞
こ
え
て
こ
な

い
。
当
時
の
司
教
た
ち
の
呼
び

か
け
を
真
に
受
け
て
、
戦
死
し

た
信
者
も
い
た
は
ず
だ
。
信
者

８
月
は
過
去
を
振
り
か
え
る

月
で
あ
っ
た
。
６
日
、
９
日
の

広
島
・
長
崎
原
爆
投
下
、
15
日

の
敗
戦
記
念
日
、
い
ず
れ
も
歴

史
を
ふ
り
か
え
る
「
時
」
で
あ

っ
た
。
単
に
過
去
の
で
き
ご
と

を
過
ぎ
去
っ
た
も
の
と
し
て
眺

め
る
た
め
で
は
な
い
。
ヨ
ハ
ネ

パ
ウ
ロ
二
世
が
言
っ
た
よ
う
に

「
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
は
、

将
来
に
対
す
る
責
任
を
担
う
」

た
め
で
あ
る
。
過
去
か
ら
何
を

学
ぶ
か
と
い
う
こ
と
が
、
信
仰

の
試
金
石
で
も
あ
る
。

先
の
戦
争
中
に
、
鹿
児
島
教

区
を
含
む
九
州
四
教
区
長
は
信

徒
に
呼
び
か
け
た
。
（
１
９
３

５
年
）

「
わ
が
帝
国
は
今
や
未
曽
有

で
な
く
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

に
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
人
々

は
、
戦
争
協
力
の
決
意
を
固
め

た
か
も
し
れ
な
い
。

更
に
言
う
と
、
３
０
０
万
人

の
日
本
国
民
と
２
０
０
０
万
人

の
ア
ジ
ア
の
人
々
の
戦
死
と
い

う
事
実
に
対
し
て
、
現
代
を
生

き
る
わ
れ
わ
れ
自
身
も
責
任
を

背
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い

の
ち
と
人
格
の
尊
厳
を
守
り
、

神
さ
ま
と
他
の
人
た
ち
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
生
き
る
た
め
の

核
心
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信

仰
に
と
っ
て
、
そ
れ
と
正
反
対

の
戦
争
を
容
認
し
た
り
、
黙
認

す
る
こ
と
は
赦
さ
れ
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
今
日
の
わ
た
し

た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
ろ

う
か
。
戦
後
50
年
司
教
団
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
１
９
９
５
年
）
を
手

が
か
り
に
し
て
考
え
て
み
た

い
。
そ
の
中
で
「
明
日
を
生
き

る
た
め
に
過
去
を
振
り
返
る
」

た
め
に
「
責
任
」
の
自
覚
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
し
と
し

て
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
「
戦

争
責
任
」
を
検
証
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
だ
今

は
「
表
現
の
自
由
」
が
保
障
さ

れ
て
お
り
、
教
皇
た
ち
も
過
去

の
誤
り
を
認
め
る
こ
と
に
積
極

的
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
具

体
的
な
活
動
と
し
て
自
衛
隊
の

軍
隊
化
を
容
認
す
る
憲
法
９
条

の
「
改
正
」
に
反
対
し
て
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
人
々
と
の

共
生
、
人
間
の
安
全
保
障
に
努

め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
（
紫
原
教

会
　
山
下
和
実
）

▼
社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
月
第
三
土
曜
日
）

日
　
時
：
10
月
19
日
（
土
曜

日
）
13
時
～
16
時

場
　
所
：
教
区
本
部

内
　
容
：
原
発
・
改
憲
・
沖
縄

問
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

そ
の
他

８
月
１
日
ナ
ラ
ウ
ェ
ヨ
・
キ

シ
ー
タ
地
区
訪
問
の
１
日
目
、

こ
の
地
区
に
支
援
チ
ャ
イ
ル
ド

が
い
る
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
個

別
に
チ
ャ
イ
ル
ド
と
面
会
。
わ

た
し
と
ナ
フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
と
こ
ろ
に
は
、
現
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
通
訳
の
方
と
、
お
手

伝
い
役
に
Ｙ
さ
ん
が
入
っ
て
下

さ
っ
た
。
ナ
フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん
た

ち
が
話
す
現
地
の
言
葉
は
、
ル

キ
ガ
語
と
い
う
言
葉
ら
し
い
。

言
語
の
名
前
さ
え
聞
い
た
こ
と

が
な
い
。一
言
も
わ
か
ら
な
い
。

ナ
ラ
ウ
ェ
ヨ
・
キ
シ
ー
タ
地
区

が
あ
る
キ
バ
レ
県
だ
け
で
４
つ

の
言
語
が
あ
る
そ
う
だ
。
ナ
フ

リ
ラ
と
い
う
名
前
は
「
天
か
ら

の
お
恵
み
」
と
い
う
よ
う
な
意

味
が
あ
る
ら
し
い
。
一
方
洗
礼

名
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
教
会
で

頂
い
た
名
前
な
の
か
。
た
い
て

い
洗
礼
名
は
聖
人
の
名
前
を
あ

や
か
っ
て
頂
く
の
で
あ
る
が
、

日
本
で
は
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と

が
な
い
。
ウ
ガ
ン
ダ
は
独
立
前

イ
ギ
リ
ス
の
保
護
領
だ
っ
た
の

で
、
イ
ギ
リ
ス
あ
た
り
で
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
名
前
な
の
か
と
思
っ

た
け
ど
、
オ
リ
バ
ー
先
生
が
お

っ
し
ゃ
る
に
は
あ
ま
り
聞
か
な

い
と
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
名

前
が
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
だ
、
と
教

え
て
下
さ
っ
た
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
が
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ど
う
か

は
知
ら
な
い
。

お
手
伝
い
役
の
Ｙ
さ
ん
は
あ

ま
り
英
語
が
得
意
で
は
な
い
よ

う
で
、
も
っ
ぱ
ら
写
真
係
に
徹

し
て
し
ま
わ
れ
た
。仕
方
な
く
、

一
人
で
通
訳
の
方
と
の
英
語
に

格
闘
し
た
。
ナ
フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん

自
身
は
、
小
学
６
年

生
。あ
る
程
度
英
語
を

習
っ
て
い
る
は
ず
と

は
い
え
、実
際
に
使
う

こ
と
は
な
い
の
だ
ろ

う
と
思
う
。お
母
さ
ん

や
お
じ
さ
ん
も
全
く

英
語
は
わ
か
ら
な
い

よ
う
だ
。直
接
の
意
思

疎
通
は
で
き
ず
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
通

訳
を
頼
る
し
か
な
い
。

い
ろ
い
ろ
尋
ね
て
は

み
る
も
の
の
、い
つ
の

ま
に
か
質
問
の
主
語

が
ｙ
ｏ
ｕ
か
ら
ｓ
ｈ

ｅ
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
と
の
会
話
に
な
っ

の
夢
は
ぜ
ひ
応
援
し
た
い
。
で

も
実
現
ま
で
に
は
た
く
さ
ん
の

努
力
が
必
要
だ
ろ
う
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
勉
強
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
都
市
に
出
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

今
も
シ
ス
タ
ー（
修
道
女
）に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
言
っ

て
く
れ
た
。嬉
し
か
っ
た
。自
分

が
支
援
し
て
い
る
チ
ャ
イ
ル
ド

が
将
来
シ
ス
タ
ー
に
な
る
な
ん

て
、そ
れ
は
素
晴
ら
し
く
、誇
ら

し
い
と
思
っ
て
い
る
。
で
も
ナ

フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん
が
シ
ス
タ
ー
に

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
10
月
号

ウ
ガ
ン
ダ
の
旅
 ２
０
１
８

風
船
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
遊
ぶ
⑨

谷
山
教
会
信
徒

岩

崎

正

幸

ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
を
通
じ
て
貧
し
い
国

の
子
ど
も
の
支
援
を
続
け
て
い
る
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
教
諭
の

岩
崎
正
幸
さ
ん
は
、
昨
年
夏
、
支
援
し
て
い
る
子
ど
も
の
い

る
ウ
ガ
ン
ダ
を
訪
問
し
た
。
こ
れ
は
生
徒
の
た
め
に
と
執
筆

し
た
「
ウ
ガ
ン
ダ
の
旅
２
０
１
８
」
の
９
回
目
。

風船バドミントン、初めてにしてはとても上手

な
っ
て
も
自
分
は
会
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
今
日
別
れ
た
ら
も

う
二
度
と
会
う
こ
と
は
な
い
の

だ
。
来
年
で
こ
の
地
区
の
支
援

は
終
わ
り
。そ
し
て
、こ
の
支
援

は
、
お
互
い
連
絡
先
を
交
換
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
あ
く
ま
で
、
Ｗ
Ｖ
（
ワ
ー

ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
通
じ
て

の
交
流
。
割
り
切
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
お
そ
ら
く
手
紙
の
や

り
と
り
も
あ
と
数
回
だ
ろ
う
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
返
し
に
、

と
の
こ
と
で
ナ
フ
リ
ラ
ち
ゃ
ん

が
、
歌
を
歌
っ
て
く
れ
る
と
い

う
。
き
っ
と
練
習
し
て
く
れ
た

の
だ
ろ
う
が
、
さ
す
が
に
ま
わ

り
に
人
が
た
く
さ
ん
い
て
歌
う

こ
と
は
で
き
ず
、
固
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。無
理
も
な
い
と
思
う
。

15
歳
の
女
の
子
が
一
人
、
お
じ

さ
ん
の
前
で
歌
う
こ
と
な
ど
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
当

然
。あ
り
が
と
う
、気
持
ち
だ
け

で
十
分
。

一
通
り
交
流
に
区
切
り
が
つ

い
た
と
こ
ろ
で
、
み
ん
な
で
昼

食
。用
意
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
、

鶏
肉
、さ
つ
ま
い
も（
ゆ
で
て
つ

ぶ
し
て
あ
る
）、煮
豆
、ラ
イ
ス
、

パ
ス
タ
（
味
は
と
く
に
つ
い
て

い
な
い
）、
ス
イ
カ
な
ど
。
ナ
フ

リ
ラ
ち
ゃ
ん
は
手
で
上
手
に
食

べ
る
。
イ
ン
ド
の
人
た
ち
と
同

じ
要
領
。
ど
う
し
て
汁
も
の
ま

で
手
で
食
べ
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
、
と
い
つ
も
不
思
議
に
思
う

の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
き
れ
い

に
食
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
要

領
を
し
げ
し
げ
と
観
察
す
る
わ

け
に
も
い
か
ず
。

短
　
歌
　

国
分
教
会
　
市

来

房

枝

雨
上
り
路
地
を
這
ひ
ゆ
く
兜
虫
わ
れ
の
気
配
に
ピ
タ
リ
と
止
ま
る

裏
庭
に
ひ
っ
そ
り
咲
き
し
山
百
合
に
透
か
さ
ず
揚
羽
の
近
寄
り
て

来
ぬ

鴨
池
教
会
　
前

田

儀

子

永
遠
の
嗜
好
の
た
だ
な
か
戦
に
死
に
た
る
サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ

ペ
リ
の
星
物
語

ミ
シ
ン
踏
む
教
会
の
午
後
お
隣
か
ら
園
児
の
お
祈
り
き
こ
ゆ

文
　
芸

ザビエル書院から

2020年 の カ ト リ ッ ク 手
帳、カレンダー等の予約受
付は10月末までとさせてい
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